
    

 

 

 

 

霧が晴れると、赤や黄色に染まった山々の景色が一層鮮やかに見えます。師走を迎え、吹く風の冷たさに本格的

な冬の到来を感じる季節となりました。早いもので 2025 年も残すところあと一ヶ月、学校では定期テストを終え

て、まとめの時期になりました。 

２学期は「文化祭」や「体育祭」、部活動における新人大会、演奏会や美術展、各種コンクールや検定試験など、

生徒が目標に向かって主体的に取り組む姿がたくさん見られました。その中で、達成感や自己肯定感を高めた人

もいますが、中には悔しい思いをした人もいるでしょう。上手くいかない時、それをどう受け止めて、前向きな行動

に発想を転換できるかが重要です。 

10月下旬から実施している３年生を対象にした校長面談で、私は主に４つの質問をしています。 

①「卒業後の目標や将来の夢」、②「中学校生活で身につけた力」、③「長所と短所」、④「日常の行動や判断の指

針として大切にしている言葉（座右の銘）」などです。少し緊張しながら、一生懸命に話をしてくれる姿が微笑ましく、

この時間は、私にとって生徒と向き合える貴重な時間となっています。大切な言葉の一例を挙げると、「有言実行」

（やると言ったことは必ずやり遂げる）、「一期一会」（出会いを大切にする）、「楽して生きる」（人生は苦しみが多い

が困難を乗り越えた先にこそ幸せがある）、「やらないで後悔するより、やって後悔したほうがいい」（行動せずに後

悔するよりも、例え失敗しても挑戦したほうがよい）、「縁の下の力持ち」（人が見ていないところでも力を尽くす）な

どがあります。生徒たちは、理想と現実の違いに落ち込んだり、他者とのコミュニケーションで苦労したり、様々な活

動の中で悩むことも多かったことでしょう。それでも仲間と力を合わせて乗り越えてきたからこそ、前を向くことの

大切さを実感したのだと思います。「失敗も学びのチャンス」と捉え、挑戦し続けてきた生徒たちは、まさに“子ども

は子どもの中でこそ育つ”を体現しています。私たち教職員は、保護者の皆様とともに、生徒たちを大きな愛情で包

み込みながら、成長を支えていきたいと思います。 

また、12月４日からの人権週間に合わせて、各学年で人権学習に取り組んでいます。 

1 年生は、福祉体験（車椅子体験など）を通じて、すべての人が楽しみや幸せを共有するために、どのような社会

をつくることができるのかを考えました。さらに、世界中のすべての子どもたちがもつ権利「子どもの権利条約」が

守られていない現状を知り、自分たちに何ができるのかを話し合います。また、２年生は、第二次世界大戦における

「沖縄地上戦」で亡くなられた戦没者を慰霊する活動をされている語り部の方からお話を聞き、“命の尊厳”と“平

和の尊さ”について考えます。さらに、３年生は「ハンセン病患者・回復者」の思いに触れ、勝手な思い込みや同調的

な言動が偏見や差別を助長していった人権問題について学びます。どの学年も、生徒同士 

の気づきや対話を大切に、差別を許さない社会をつくるために正しい理解と認識を深め、 

自ら考え、判断し、行動できる力を育みたいと考えています。 

去る 11月 14日（金）に、新しい生徒会役員を選出する立会演説会と投開票が行われ 

ました。「詳徳中学校をもっとよい学校にしたい」「明日も来たいと思える学校にしたい」 

「挨拶ができる学校にしたい」・・・これまで大切にされてきた生徒主体の生徒会活動が、 

いよいよ３年生から１・２年生に継承されます。次期生徒会を中心に、“チーム詳徳中”が、 

さらに熱く躍動するよう、教職員も共に汗して頑張ります。 

保護者の皆様、地域の皆様方には今後ともお力添えをいただきますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。                                              

 

校長  國府 美幸 
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１２月行事予定 

２日(火) フッ化物洗口                                                                                                                                                                                             

９日(火) フッ化物洗口 

10日(水) あいさつ運動 

12日(金) 生徒総会 

13日(土) 京都丹波高校合同説明会 

16日(火) フッ化物洗口 

17日(水)～三者面談開始（～23日） 

24日(水) 終業式 

28日(日)～学校の業務を休止する日（～1/4） 

１月７日(水) 第３学期始業式 

大会等主な結果 
●口丹波新人大会 
◎ソフトテニス 
○男子の部 
・団体の部   優 勝 
・個人上級の部 準優勝  
       第３位  
       ﾍﾞｽﾄ８  
・個人初級の部 第３位  
○女子の部 
・団体の部   準優勝 
・個人上級の部 第３位  
        ﾍﾞｽﾄ８  
◎バレーボール 
○男子の部   優 勝 
○女子の部   第３位 
◎バスケットボール 
○女子の部   優 勝 
○男子の部   準優勝 
◎軟式野球   準優勝 
◎ソフトボール 準優勝 
◎バドミントン  
・女子ｼﾝｸﾞﾙｽ  優 勝  
◎柔道 
・男子 55kg超級 優 勝  
        第３位  
◎剣道 
・女子個人の部 第３位  
 
●口丹波中学校総合体育大会駅伝競走の部 
・男子の部 第４位（京都府大会出場） 
・女子の部 第６位（京都府大会出場） 
   ４区 区間２位 
 
●京都府中学校ソフトテニス新人大会 
○女子の部 
・団体の部   第３位 
・個人の部   ﾍﾞｽﾄ 16  
※近畿中学生ソフトテニス選抜インドア大会出場 
 (12月 27，28日滋賀県立長浜バイオ大学ドーム) 
 
●京都府中学校軟式野球秋季大会 第３位 
  
●京都府中学生空手道選抜大会 
○女子個人組手競技 優勝 
※JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ文部科学大臣旗未来くん杯
第 20 回全国中学生空手道選抜大会出場（2026 年３
月） 
 
●京都丹波美術工芸教育展 
・京都新聞賞 １名 
・佳作    ２名 
 
●愛鳥週間ポスターコンクール 
・佳作    ２名 

１年生福祉体験学習

１年生は 10 月末から 11 月にかけて福祉体験学習を行いまし

た。10月24日には耳の不自由なサインダンサーの４Disabilities

さんに来ていただき、「耳だけでなく目でも聴ける新時代の音楽」と

して、手話を交えた音楽を楽しませてもらいました。 

また、11月 10日にはアイマスク体験や車椅子体験を通して、障

がいへの理解を深め、バリアフリーやノーマライゼーションの社会の

あり方について考える機会となりました。 

 

３年生学年社会科

３年生は 11 月 18 日(火)の 5,6 校時に体育館で学年社会の

授業を行いました。この授業では濱総合法律事務所より濱有

紀子弁護士に来ていただき、裁判員制度や刑事裁判の概要を

説明していただいた後に、生徒と教師で役割分担して模擬裁

判を行い、その後各グループで評議し、「判決」と「その理由」

を発表しました。濱弁護士には模擬裁判での解説や評議に対

する講評をしていただき、「国民が政治や司法に参加する意義

は何だろうか。」を考え、理解を深めました。 

 


